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屋上からＣＯ2を削減しませんか？
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1 . 屋上からCO2削減

2 . 屋上緑化による効果の試算

３ .屋上緑化効果の実測データ

４ .高品質と低価格を実現した屋上緑化システム

５ .屋上緑化システムのご紹介

６ . 屋上緑化システム株式会社のＳＤＧｓへの取り組み

屋上緑化の効果・太陽光発電の効果

屋根を活用したCO₂排出削減とZEBの取り組み



1 . 屋上緑化の効果

屋上緑化の多彩な効果は、

持続可能な都市づくり

SDGｓにも貢献！

屋上緑化の効果

屋上緑化を導入すると二酸化炭素（CO2）削減、ヒートアイランド現象緩和、雨水流出緩和など多彩な効果が期待できます。

効果１ 屋根温度の低減効果

夏季の折板屋根において、屋上緑化部と非緑化部を比較した結
果、最大で23.5℃の温度差が確認されています。屋上緑化によ
る遮熱・蒸散効果により屋根表面温度上昇の低減が期待できま
す。

効果２ 外断熱効果

計測場所：東海大学
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屋上緑化を行うことで、屋根表面温度と室温の温度差を抑えることが
できます。これは紫外線から建物を保護するとともに、外断熱効果に
より空調機器への負荷軽減に繋がります。

ヒートアイラン
ド

現象の緩和

二酸化炭素(CO2)
削減効果

雨水流出
緩和効果

省エネル
ギー
効果

断熱保温
効果

建物劣化の
防止
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太陽光発電の効果

効果の例① 温室効果ガスの削減 効果の例②温室効果ガスの削減 事例

1 . 太陽光発電の効果 と 発電効果の例

温室効果
ガスの削減

資源枯渇
リスクの低減

BCP
（災害などの非常時）

対策

化石燃料由来
電力の削減

企業・施設
イメージの向上

屋根の遮熱・
温度上昇抑制

太陽光発電は「発電設備」で

あると同時に、建物の環境性

能・保全性・価値を底上げが可

能に

スギ人工林1ヘクタールが1年間に吸収する二酸化炭素の
量は、約8.8トン（炭素量に換算すると約2.4トン）と推定
されます。
1ヘクタールに1,000本の立木があると仮定した場合、ス
ギ１本あたり約8.8キロの二酸化炭素を吸収していること
になります。

年間のCO２削減量は以下の式で求められます。

屋上緑化システム株式会社が
実際に太陽光発電設備を導入

した大型物流センターの例で
す。

パネル容量：606 kW
設置場所：兵庫県
2025年2月撮影

１年間の計測結果

杉の木に換算すると、約10,054本が
1年間で吸収する量に該当します。

出典：森林庁HP

初年度CO2排出削減効果

199.848t-CO2

年間CO２削減量=
太陽光の年間発電量 (kWh)×CO₂排出係数 (kg-CO２/kWh)

=8.8t-CO21haの二酸化炭素吸収量

年間

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/20141113_topics2_2.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/20141113_topics2_2.html


・4700㎡の折板屋根を緑化した場合の熱負荷を算出
Ｑ１＝3.32×4700㎡×37℃＝ 577kW（緑化前）
Ｑ２＝3.32×4700㎡×13.5℃＝ 211kW （緑化後）

（Ａ）最大熱負荷の低減率の計算
（Ｑ１－Ｑ２）／Ｑ１＝６４％（最大熱負荷の軽減）

（Ｂ）平均熱負荷の低減率の計算
Ｑa＝3.32×4700㎡×20.5℃＝ 320kW （緑化前）
Ｑb＝3.32×4700㎡×10.1℃＝ 158kW （緑化後）
（Ｑa －Ｑb）／Ｑa＝５０％（平均熱負荷の軽減）

・年間２５００時間空調した場合のＣＯ2の削減効果を算出
（320kW －158ｋＷ）×2500時間÷3（＊1）× 0.340kg-CO2 （＊2）
＝ 45,900kg-CO2

＊1：ＣＯＰ（成績係数）
＊2：ＣＯ2排出係数：2019年度関西電力株式会社基礎排出係数0.340kg-CO2を採用する。

 ＜参考＞躯体の熱通過率 K(W･㎡・℃)

Ｋ＝１/（１/α）+（ａ/λ）+R＋(1/∂）
α：室内表面熱伝達率(W/㎡・℃） （α＝9）
ａ：材料の厚さ（ｍ）
λ：材料の熱伝導率（W/ｍ・℃）

Ｒ：中間空気層の熱抵抗（ｍ・℃/W） 半密閉中間層＝0.02

∂：外壁外表面熱伝達率(W/㎡・℃） （∂＝23）
Ｋ＝3.32（W/㎡・℃）

最大負荷の削減率 ６４％

平均熱負荷の削減率 50％

CO2削減効果 45,900㎏-CO2

4

２ .屋上緑化による効果の試算 ショッピングセンターの例

屋上緑化を導入した実在物件の条件をもとに試算を行いました。
屋上緑化による温度低減効果をご紹介します。

物件名称： 大阪府内大型ショピングセンター

物件情報： 設置場所：大阪府豊中市

緑化面積： 4,700㎡ 屋根仕様：折板500mmﾋﾟｯﾁ

前提条件： 壁、窓にかかる熱負荷は、同じ熱負荷であるため緑化の

有無に関係なく無視する。

CO2削減効果を例えると
スギの木 約3,300本分 の

年間CO2吸収量に相当します。

試算方法
試算結果



２ .屋根を活用したCO₂削減とZEBの取り組み（事例紹介）

ZEB区分 一次エネルギー削減率 再エネ

ZEB（フルZEB） 100％以上を削減 必須

Nearly ZEB 75％以上を削減 必須

ZEB Ready 50％以上を削減 不要

ZEB Oriented
建物用途別に
30%～40%以上を削減

不要

●ZEB認証取得事例

●ZEBとCO₂排出削減効果
改正省エネ法では、一定規模以上の事業者に対し、省エネの徹底と非化石エネ
ルギーへの転換によるCO₂排出削減が求められています。ZEBはその具体策の
一つで、建物のエネルギー消費を抑え、創エネにより排出を大幅に削減する取
り組みです。また、太陽光の導入は電力由来のCO₂を直接削減できる手段であ
り、脱炭素経営の実践として企業価値の向上にもつながります。

建物単位でCO₂排出を削減する手段として、自家消費型太陽光発電の導入が広
がっています。屋上緑化システム株式会社では、屋根を活用した太陽光発電設
備の導入支援を行っています。

現在、ZEBの区分は以下の4段階で定義されています。

※建築物全体の延べ面積が10,000㎡以上であること

スーパーマルアイ尾上店（兵庫県加古川
市）
取得区分：ZEB（フルZEB）
用途：店舗（スーパーマーケット）
太陽光発電設備容量：168.5kW
推定年間CO₂削減量：約101.26t-CO２

スーパーマルアイ尾上店では、店舗の省エネルギー化とCO₂排出削減を目的として、高効率設備の導入に加え屋根を活用した太陽光発電設備
を設置しました。本設備の計画・設計・施工は屋上緑化システム株式会社が担当しています。

高効率設備の導入に加え、太陽光発電設
備を設置することで、年間エネルギー収
支の実質ゼロを達成しました。
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※



物件名称： 兵庫県某食品工場

物件情報： 設置場所：兵庫県

緑化面積： 732.5㎡

屋根仕様： 陸屋根

冷凍機の稼働時間が 約19％削減

電力使用量が同月比 63,624kWh低減
  

CO2換算すると 21,632kg-CO2の削減効果

測定年月 冷却装置稼働時間
冷却装置
削減時間

電力使用量の削減量 ＣＯ2削減量

2005年4月～9月
（６ヶ月間）

10,123
時 間

1,928
時 間

緑化前と比べ
19％削減！

（ａ）冷凍機33kW
×

10,123時間

334,059kWh

電力使用量の
削減量は（ａ）-（ｂ）

63,624kWh！

CO2削減量は
63,624kWh

×
0.340kg-CO2

21,632kg-CO22006年4月～9月
（６ヶ月間）

8,195
時 間

(ｂ）冷凍機33kW
×

8,195時間

270,435kWh

＊ＣＯ2排出係数：2019年度関西電力株式会社基礎排出係数0.340kg-CO2を採用する。

＝

＝
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３ .屋上緑化効果の実測データ 食品工場の例

屋上緑化を導入した実在物件の実測データをご紹介します。



屋上緑化設置から約２年経過、
雑草の繁茂しやすい

夏場においても、雑草は全体で
片手一握り程度でした。

４ . 高品質と低価格を実現した屋上緑化システム

屋上緑化植栽の長期３年枯れ保証 灌水システム不要・自社一貫体制

・無灌水を実現する構成要素は大きく培土と植物
です。保水・排水の両方の特性を兼ね備えた専用
培土と、環境耐性に優れた植物の採用が無灌水
システムを実現しています

・生産からメンテナンスまでを品種を一元管理。
自社一貫体制だからこそできる品質管理・保証内容です。

・万が一に備えて賠償責任保険に加入しています。

・灌水装置不要なので、日常管理手間が少なく省メンテナンス。

灌水設置有無の比較

・安全を考慮した高耐風圧力仕様です。

無灌水仕様

屋上緑化設置から約２年半経過、
灌水ホースに沿って雑草が

多く生えていることが分かります。

【灌水設定】
春：月・木 夏：毎日 秋：月・木 冬：なし

設置場所：兵庫県
緑化面積： 277.0㎡ 

2016年 6月 施工後 2018年 8月

2014年 11月施工後 2017年 5月
7

当社が手掛ける屋上緑化システムは、灌水装置不要でありながら枯れ保証期間３年を実現しています。

潅水装置が不要なため設備費を抑えられるだけでなく、自社一貫体制による無駄の削減により導入

コストの低減が可能です。さらに、日常の水やりが不要なため、運用コストの抑制にも貢献します。

高品質と低価格の構成要素

高品質 低価格

・自社一貫体制による効率化、無駄の削減により
無駄を省き低価格での提供を可能にしています。

灌水仕様

設置場所：兵庫県
緑化面積： 300.0㎡ 



地域別納入事例
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５ .屋上緑化システムのご紹介

工場立地法や各自治体の緑化条例に対応した

無灌水システム・３年枯れ保証 の

屋上緑化システムです。

みずいらず
キリンソウタイプ

みずいらず
低木タイプ

みずいらず
草花タイプ

みずいらずキリンソウタイプ

・薄層トレー式の屋上緑化システムです。環境耐性に優れた植物、
タケシマキリンソウを採用し、年間を通じて安定した緑化景観を
実現します。あらかじめ植栽が植わったトレーを敷き並べる
シンプルな施工方法も特長です。

みずいらず低木タイプ

・四季を通じて豊かな緑化景観を楽しめる、低木植物を採用した
貯水型緑化パネル式屋上緑化システムです。植物に必要な雨水を
システム内で長く保持することで無灌水を実現しています。

みずいらず草花タイプ

・芝に代表される草花植物を採用した貯水型緑化パネル式屋上緑化
システムです。低木・草花とも厳選した構成植物を採用しています。

屋上緑化システムみずいらず商品一覧

マンション

医療福祉施設

オフィスビル 商業施設

工場

建築用途別納入事例

倉庫

大阪府 兵庫県京都府

東京都 愛知県神奈川県

物流施設

公共施設 高齢者向け施設

次ページで経年変化をご紹介します



お客様のご了承をいただき、当社では各エリアで長期的な経過観察を行っております。
その経年変化を今後の商品づくりに反映させ、より良い屋上緑化システムの提供につなげています。
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商 品 ： みずいらず
                 キリンソウタイプ

緑化面積： 418.0 ㎡

納 入 月： 2014年10月
屋根仕様： 陸屋根

    物件用途： 小学校

商 品 ： みずいらず
キリンソウタイプ

緑化面積： 112.0 ㎡

納 入 月： 2015年2月
屋根仕様： 陸屋根

物件用途： 商業施設

商 品 ： みずいらず
キリンソウタイプ

緑化面積： 460.0 ㎡

納 入 月： 2009年12月
屋根仕様： 陸屋根

    物件用途： 大学

2014年 10月施工後 2015年 9月 点検

3年10カ月経過

2017年 7月点検 2018年 8月 点検

2015年 2月施工後 2020年 9月点検2018年 7月点検

5年 7カ月経過

2009年 12月 施工後 2020年 9月 点検2014年6月点検2012年 5月 点検

9年 9カ月経過

西日本エリア

東京営業所

名古屋営業所
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５ .屋上緑化システムのご紹介 長期経年変化
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屋上緑化システム株式会社が展開している薄層トレー式屋上緑化システム、貯水型緑化パネル屋上緑化システムは、数多くのクライアントより

リピート注文を多くいただき屋上緑化納入面積が49万㎡を超えました。

屋上緑化で培った環境知識と建築技術を太陽光発電事業にも投入。自社一貫体制を活かした体制で設計協力から、施工、書類申請サポート、

アフターサービスまでをご提供しています。

５ .当社屋上緑化システムのご紹介 納入実績

屋上緑化で培った技術を活かし、

太陽光発電でも実績を拡大しています。

自家消費型太陽光発電設備　

№ 物件名・工事名 商品 納入県 太陽電池容量 納入年月

1   某金属加工工場 自家消費型太陽光発電設備 兵庫県  74.7 kW 2026年3月(予定)

2   スーパーマーケットＭ店 自家消費型太陽光発電設備 兵庫県  120.4 kW 2026年2月

3   スーパーマーケットＨ店 自家消費型太陽光発電設備 兵庫県  122.4 kW 2025年11月

4   物流センター 自家消費型太陽光発電設備 兵庫県  606.0 kW 2025年2月

5   某梱包ライン工場 自家消費型太陽光発電設備 埼玉県  33.0 kW 2025年1月

6   スーパーマーケットＴ店 自家消費型太陽光発電設備 兵庫県  132.0 kW 2024年11月

7   スーパーマーケットＯ店 自家消費型太陽光発電設備 兵庫県  168.5 kW 2024年9月

8   スーパーマーケットＵ店 自家消費型太陽光発電設備 兵庫県  128.0 kW 2024年5月

9   埼玉県　某農園 ソーラーカーポート 埼玉県  11.6 kW 2024年3月

 1396.6 kW太陽光電池容量納入実績合計

※2025年9月時点



：

：

：

：

11

６ .屋上緑化システム株式会社のＳＤＧｓへの取り組み

-人と地球のやさしい未来のために、お客さまとともに成長します-

屋上緑化システム株式会社は、事業活動と運営活動の両面からSDGs達成に貢献する屋上緑化・太陽光発

電

を提供しています。私たちは、屋根から始めるCO₂削減をご提案します。

事業活動がそのまま、ＳＤＧｓへの取り組みで
す。

事業活動を支える運営活動も、環境配慮型です。

屋根からCO2削減
高品質と低価格な

システムです。

商品開発・企画

アフターサービス 販売施工

自社一貫
体制

・ 自社一貫体制により適正な資材管理、余剰在庫の削減
・ ペーパーレス推進、リモートワーク体制
・ 事務所LED照明の利用、空調機器の省エネ運転
・ NPO連携、認定NPO支援、こども食堂支援
・ SBT認定申請、東京都地球温暖化対策ビジネス事業者、
ひょうご産業ＳＤＧｓ宣言企業 等々

屋上緑化で省エネルギー 太陽光発電でエネルギー創出

リサイクル原料の利用・梱包資材削減

農家協働による取り組みで
地域活性化に貢献

農福連携と農商工連携で
緑化作業を通じた就労支援



私たち屋上緑化システム株式会社は、高品質・低価格をコンセプトに

屋上緑化・壁面緑化・太陽光発電による環境ビジネスを展開しています。

【会社概要】

■ 会 社 名 屋上緑化システム株式会社

Email  info@orsys.jp

■ 神 戸 本 社 〒657-0053 神戸市灘区六甲町3-3-3 神戸発明会館 ３階

TEL 078-747-0202 ＦＡＸ 078-747-0203

■ 東京営業所 〒101-0051 東京都千代田区神田神保町３丁目19 ダイナミック・アート九段下ビル４階

TEL 03-6261-2982 ＦＡＸ 03-6261-2983

■ 名古屋営業所 〒492-8366 愛知県稲沢市一色川俣町233

TEL 0587-74-7498 ＦＡＸ 0587-36-1565

■ ソーラー事業部

〒 101-0051 東京都千代田区神田神保町３丁目19 ダイナミック・アート九段下ビル

４階

TEL 03-6910-0720 Email  solar@orsys.jp

事業内容 緑化事業の設計、施工、維持管理及びコンサルタント

太陽光発電事業の設計、施工、維持管理

設 立 1990年4月26日

代 表 者 代表取締役 北村 公一

設業許可 一般建設業許可 兵庫県知事 第116878号

：

：

：

：

６ .屋上緑化システム株式会社について
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